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米
沢
図
書
館
蔵
倭
玉
篇
の
字
音
の
拗
音
表
記

梅

崎

光

米
沢
図
書
館
蔵

の
倭
玉
篇

付

さ
れ
た
字
音
注
記

の
う
ち
拗
音
表
記

の
特
徴

的
な
点

に

つ
い
て
報
告
す

る
。

本
稿

で
問
題
と
す

る
米
沢
図
書
館
蔵
本

に

つ
い
て
、
辞
書
史

の
う
え
か
ら
川

瀬

一
馬
氏
は

つ
ぎ

の
よ
う
に
記
述
し

て
い
る
。

米
沢
図
書
館
蔵

の

一
本

は
室
町
末
期

の
写
本

で
、
も
と
直
江
山
城
守
兼
続

の
旧
蔵

に
か

ゝ
る
。
上
下

二
巻

(
一
冊
)
、
上
巻

は
目

録

一
葉

・
本
文

墨

附
五
十

一
葉
。
下
巻

(衣
部
よ
り
)

は
目
録

二
葉

・
本
文
墨
附
四
十
四
葉

上
巻

の
篇
目
五
十
九
、
下
巻
同

二
百

四
十
六
、
合
せ

て
三
百
五
部
。
毎
半

葉
八
行
八
段
書
写
。

二
巻

に
分

つ
点
は
他

の
凡

て
の
伝
本
と
異
る
点

で
あ

つ
て
、
各
巻
別

に
部
首
を
通
算
し

て
ゐ
る

の
は
、
前
記
判
紙
本

の

一
本

と

相
似

の
関
係

に
あ
る
が
、
そ

の
部
首
配
列

の
順
が
中
間

の
部
分

に
於

い
て

す

べ
て
の
第
四
類
本
と
異
る

の
は
或
は
本
書

の
み

の
任
意

の
改
変

で
あ
ら

う
。

第
三
肉
部

は
な
く
、
心
部
は
分
立

し

て
ゐ
る
。
」

(
『
増

訂

古

辞
書

の
研
究
』
雄
松
堂

、

一
九
八
六
年

二
月

㎜
頁

)

こ
こ
に
い
う
第

4
類
本

と
は
、

川
瀬
氏

が
倭
玉
篇
諸
本
を

8
類

に
分
類

し
た
も

の
の
ひ
と

つ
で
、

「最

も
多

く
伝

写
さ
れ
て
ゐ
て
、
室
町

時
代

に
於

け

る
倭
玉

篇

の
流
布
本
と
見

る
の
が
適
当
」

(
鯉
頁
)
と

の
こ
と

で
あ

る
。

本
書

の
来

歴
を

し
る

て
が
か
り
と
し
て
は
、
上
巻
目
録

(
1
丁

オ
)

に
存
す

る

「米

沢
蔵
書
」

の
印

が
あ
る
。
川
瀬

一
馬
氏
が

「
直
江
山
城
守
兼
続

の
旧
蔵

に
か

ゝ
る
」

と
述

べ
た
の
は
、

こ
の
印
記

に
よ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
た
だ
、

こ

の

「米
沢
蔵
書
」
印
を
も

っ
て
直
ち

に
直
江
兼
続

の
旧
蔵
書
と
断
ず
る

こ
と

に

は
疑
問
を
呈
す

る
む

き
も
あ

る
。
森
鹿
三
氏

「
米
沢
藩
学
と
そ
の
図
書
の
歴
史
」

(内

田
智
雄
氏
編

『
米
沢
善
本

の
研
究
と
解
題
』
ハ
ー
バ
ー
ド

・
燕
京

・
同
志
社

東
方
文
化
講
座
委
員
会
刊
、

一
九
五
八
年
八
月
)
19
～
20
頁

に
、

私

は
む
し

ろ
こ
の
印
を
以

て
兼
続

の
蔵
書
印
と
は
認
め
が
た
文

結
局
は
、

元
禄
十

二
年

の
矢
尾
板
検
書
前

に
米
沢

の
藩
庫

に
収

儲
さ
れ
た
書
籍

に
捺

さ
れ
た
官
用

の
蔵
書
印
と
す
る

の
が
、
よ
り
妥
当
的

で
は
な
か
ろ
う
か
と

思

っ
て
い
る
。

と
あ

る
ご
と
く

で
あ
る
。
だ
が

い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
書

に
も
引
用

さ
れ

た

『
官

庫
御
書
籍
目
録
』
(
巻
末

に

「
右
者

元
線
十

二
年
六
月
中

矢
尾

板

三
印

江
被

仰

付
改
正
之
御
書
籍
目
録
帳

一
冊
御

右
筆
所
在
之
御
帳

ヲ
以
寳
暦
七
年
六
月
中
虫

乾
之
節
御
右
筆
所
為
手
拍
書
窺
之
者
也
」

と
あ

る
と

の
こ
と
)

の

「
三
番
乾
五

日

十
簾
」

に
は

「和

玉
篇

(
一
)
」
と
あ

っ
て

(同
書
15
頁
)
、
元
禄
12
年
当

時
す

で
に
米
沢
藩

の
書
庫

に
お
さ
ま

っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
書

の
成
立

一49う



年
代
が
室
町
末
期
か
ら
近
世
初
期
ま

で
の
ど

こ
か

で
あ
る

こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

な
お
、
菊
田
紀
郎
氏

「
米
沢
図
書
館
蔵
和
玉
篇

の
和
訓
」
(
「
国
語
学
研
究

」

25
、

一
九
八
五
年

一
二
月
)

に
よ
る
と

「
下
巻
七
丁
と

二
一二
丁

の
用
紙

の
中

に

挿
入
紙
が
あ

る
。
共

に
、
本
文
と

は
別
筆

で
、

前
者

は
草
書

体

で

「
行
程

均

求

レ媚
」
云

々
と
記

さ
れ
、
後
者

は
楷
書
体

で
次

の
よ
う

に
記
載
さ
れ

て
い
る
。

兼
連

頸
驚

脇

ナ
リ
甕

兼
続

輩

購
濃

」

と

の
こ
と

で
あ

る

(
同
論
文

2

頁
)
。

し
か

し
、

こ
の
挿
入
紙

と
本
書

の
由
緒

と
の
関
係

い
か

ん

に

つ
い

て
は

特

に
言

及
は
な
い
。

さ
て
、
本
書
を
資
料

と
し
た
従
来

の
研
究

と
し
て
は
、
菊

田
氏

の

一
連

の
論

文

が
あ
る
。

そ
こ

で
は
、
お
も
に
和

訓
や
漢
字
注

が
対
象

と
し
て
と

り
あ
げ
ら

れ
、
他

の
倭

玉
篇

古
写
本

や
倭
玉
篇

以
外

の
古
辞
書

な
ど
と
比
較

し
て
ゆ
く
と

い

っ
た
方
法

に
よ

っ
て
、
倭
玉
篇
諸

本

に
お
け
る
本
書

の
位
置
づ

け
が

さ
ぐ
ら

れ

て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

一
方
、
漢

字

に
付
さ
れ
た
注
記
と
し
て
は
、

カ
タ
カ

ナ

で
表

記
さ
れ
た
字
音
も
あ
る

の
だ
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
関
心

が
は

ら
わ
れ

て
い
な

い
よ
う

に
み
え
る
。
し
か
し
、
米
沢
本

の
字
音

に
は
拗
音

の
表

記

に
お

い
て
特
徴
的
な
点
が
あ
り
、
以
下

に
お

い
て
、
そ

の
意
味

す
る
と
こ
ろ

に

つ
い
て
考
察
し

て
み
た

い
と
お
も
う

の
で
あ
る
。

本
稿

で
問
題
と
す

る
の
は
、
本
書

に
み
ら
れ
る

「
首

(
シ

ョ
)
1
1
5

・
7

1
」
「
助

(
シ

ュ
)
0

4
7

・
2
3
」
の
よ
う
な
例

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
シ
ュ
」

と

い
う
音
注
が
期
待
さ
れ

る
と

こ
ろ
に

「
シ

ョ
」
、
逆

に

「
シ

ョ
」

と

い
う
音

注
が
期
待
さ
れ

る
と

こ
ろ

に

「
シ

ュ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
付
さ
れ

て
い
る
も
の

で
あ

る
。
か
か

る
類
例
は

つ
ぎ

に
し
め
し
た
ご
と
く
、
多
数
み

い
だ
さ
れ
る
。
参
考

ま

で
に
、
『
玉
篇
略
』

や

『
伝
紹
益
筆
本
』
等
、
他

の
倭
玉

篇
諸

本

に
お

け
る

表
記
を
並
記
し
た
も

の
が
あ

る
。

こ
れ
ら

の
所
在
表
示

の
方
法
も
、
米
沢
本
と

同
様
、
本
文

の
は
じ
ま

る
面
を
第

1
頁
と
勘
定
し
、
た
と
え
ば

「
23
頁
第
5
行

の
4
番

め
」
を

「
0
2
3

・
5
4
」

の
ご
と
く
あ
ら
わ
し
た
。

『
玉
篇

略
』

は

「古
辞
書
叢
刊
」

(雄
松
堂
、

一
九
七
六
年
)
、
『
伝
紹
益
筆
本
』
は

「
マ
イ
ク

ロ

フ
ィ
ル
ム
版

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
古
辞
書
集
成
」
(
雄
松
堂

フ
ィ
ル
ム
出
版

部
、

一
九
八
六
年

一
○
月
)

に
よ
る
。

◆

シ

ョ

(
ジ

ョ
)

と

あ

る

べ
き
も

の
が

シ

ュ

(ジ

ュ
)

と

表

記

さ

れ

て

い
る

も

の
ー

17

例

@

樵

(
0

1

8

・
7

8

・
シ

ュ
)

(
『伝

紹

益

筆

本

』

0

2

3

・
5

4

・
シ

ョ
)

@

杵

(
0

2

0

・
4

5

・
シ

ュ
)

@

浩

(
0

3

8

・
8

4

・
シ

ュ
)

(
『
玉
篇

略

』

0

3

9

・
2

7

・
シ

ョ
)

@

助

(
0

4

7

・
2

3

・
シ

ュ
)

(
『
玉
篇

略

』

0

4

7

・
5

2

・
シ

ョ
)

@

駕

(
0

6

3

・
6

6

・
シ

ュ
)

(
『
玉
篇

略

』

0

6

2

・
2

2

・
シ

ョ
)

@

験

(
0

6

9

・
5

3

・
シ

ュ
)

(
『
玉
篇

略

』

0

7

0

・
5

5

・
シ

ョ
)

@

酷

(
1

0

5

・
5

4

・
シ

ュ
)

(
『
玉
篇

略

』

0

9

5

・
8

7

・
シ

ョ
)

@

所

(
1

1
2

・
7

6

・
シ

ュ
)

@

護

(0

1

5

・
7

5

・
シ

ュ
ク
)

(
『
伝

紹

益
筆

本
』

0

1

9

・
6

4

・
シ

ョ

ク
)

@
植

(
0

1

9

・
1
8

・
シ

ュ
ク
)

(
『
伝

紹

益

筆

本
』

0

2

3

・
7

6

・
シ

ョ

ク
)

@
拭

(
0

1

9

・
3

1

・
シ

ュ
ク
)

(
『
伝

紹

益

筆

本

』

0

2

3

・
8

7

・
シ

ョ

ク

)

@

濤

(
0

3

4

・
4

4

・
シ

ュ
ク
)

(
『
玉

篇

略

』

0

3

4

・
7

4

・
シ

ョ
ク
)

@

濁

(
0

3

5

・
5

8

・
シ

ュ
ク
)

(『
玉
篇

略

』
0
3

5

・
8
7

・
タ

ウ

・
チ

ョ

ク

)

@

薄

(
0

3

9

・
3

2

・
シ

ュ
ク
)

(『
玉

篇

略

』

0

3

4

・
7

4

・
シ

ョ
ク
)
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@

褥

(
1

0

3

・
8

8

・
シ

ュ
ク

)

@

辱

(
1

1

9

・
3

5

・
ジ

ュ
ク

)

@

囁

(
1

6

1

・
5

3

・
シ

ュ
ク

)

(
『
玉

篇
略

」

0

9

4

・
1

6

・
シ

ョ
ク
)

(
『
玉

篇

略

』

1

6

5

・
5

3

・
シ

ョ
ク
)

◆

シ

ュ

(
ジ

ュ
)

と

あ

る

べ
き

も

の
が

シ

ョ

(
ジ

ョ
)

と
表

記

さ

れ

て

い
る

も

の
i

53

例

@

疇

(
0

0

3

・
1

1

・
シ

ョ
)

(
『
伝

紹

益

筆

本

』

0

0

3

・
3

7

・
ト

ウ

・

シ

ュ
)

@

鉄

(
0

3

1

・
2

6

・
シ

ョ
)

(
『
玉

篇

略

』

0

3

1

・
6

8

・
シ

ュ
)

@

澁

(
0

3

7

・
7

2

・
シ

ョ
)

(濯

『
玉

篇

略

』

0

3

8

・
1

6

・
シ
ウ

)

@

手

(
0

5
1

・
1

1

・
シ

ョ
)

(『
伝

紹

益

筆

本

』

0

6

3

・
2

1

・
シ

ュ
)

@

鴻

(0

6
2

・
6

6

・
シ

ョ
)

(『
玉

篇

略

』

0

6

1

・
6

4

・
シ

ュ
)

@

諏

(
0

8

5

・
7

6

・
シ

ョ
)

(『
玉

篇

略

』

0

7
8

・
3

2

・
シ

ュ
ウ
)

@

守

(
0

9

1

・
3

1

・
シ

ョ
)

(『
玉

篇

略

』

0

8

1

・
5
3

・
シ

ュ
)

@

修

(
0

9

3

・
8

4

・
シ

ョ
)

(『
玉

篇

略

』

0

8

4

・
3

8

・
シ

ュ
)

@

脩

(
0

9

3

・
8

5

・
シ

ョ
)

(『
玉

篇

略

』

0

8

4

・
4
1

・
シ

ュ
)

@

頒

(
0

9

5

・
2

6

・
シ

ョ
)

(『
伝

紹

益

筆

本

』

1

2

3

・
7

7

・
セ

ウ

.

シ

ュ
)

@

須

(
0

9

5

・
4

4

・
シ

ョ
)

@

儒

(
0

9

9

・
5

2

・
シ

ョ
)

@

酒

(
1

0

5

・
3

7

・
シ

ョ
)

@
蠕

(
1

0

5

・
8

4

・
シ

ョ
)

@

首

(
1

1

5

・
7

1

・
シ

ョ
)

@

茱

(
1

3

4

・
1

2

・
シ

ョ
)

@

敷

(
1

3

8

・
6

1

・
シ

ョ
)

(
『玉
篇
略
』

(
『玉
篇
略
』

(
『
玉
篇
略
』

(
『
玉
篇
略
』

(
『
玉
篇
略
』

(
『
玉
篇
略
』

(
『
玉
篇
略
』

0

8

6

・
4

7

・
シ

ュ
)

0

9

0

・
4

5

・

シ

ュ
)

0

9

5

・
6

4

・

シ

ュ
)

0

9

6

・
3

1

・

シ

ュ
)

1

0

6

・
8

1

・

シ

ュ
)

1

2

6

・
4

5

・

シ

)

1

3

5

・
1

3

・

シ

ウ

)

@
趣

(
1

4

0

・
6

4

・
シ

ョ
)

(『
玉

篇

略

』

1
3

8

・
3
4

・
シ

ュ
)

@
竪

(
1

4

6

・
3

3

・
シ

ョ
)

@

彙

(
1

4

8

・
2

1

・
シ

ョ
)

(『
玉

篇

略

』

1

4

9

・
2

1

・
シ

ュ
)

@
受

(
1

5

2

・
7

1

・
ジ

ョ
)

(『
玉

篇

略

』

1

5

4

・
2
4

・
シ

ュ
ウ
)

@
韓

(
1

5

8

・
7

3

・
シ

ョ
)

(『
玉

篇

略

』

1

6

1

・
7
8

・
シ

ュ
)

@
儒

(
1

6

6

・
2

1

・
ジ

ョ
)

(『
玉

篇

略

』

1

7

1

・
1
6

・
シ

ュ
)

@
須

(
1

7

5

・
4

1

・
シ

ョ
)

(『
玉

篇

略

』

1

8

2

・
3
1

・
シ

ュ
)

@
巖

(
1

8

0

・
5

4

・
シ

ョ
)

(『
玉

篇

略

』

1

8

8

・
8
4

・
シ

ウ
)

@
星

(
1

8

5

・
4

5

・
シ

ョ
)

(『
玉

篇

略

』

1

9

4

・
8
3

・
シ

ュ
)

@
需

(
1

8

7

・
2

4

・
ジ

ョ
)

(
『玉

篇

略

』

1

9

7

・
5

4

・
シ

ュ
)

@

受

(目

録

巻

下

1

・
8

3

・
シ

ョ
)

@
宿

(
0

9

1

・
1

7

・
シ

ョ
ク
)

@
縮

(
1

2

6

・
6

2

・
シ

ョ
ク
)

(『
玉

篇

略

』

1

1

9

・
1

8

・
シ

ュ
ク
)

@

落

(
1

3

3

・
2

1

・
シ

ョ
ク
)

(
『玉

篇

略

』

1

2

3

・
3

1

・
シ

ュ
ク
)

@

閉

(
1

4

1

・
4

5

・
シ

ョ
ク
)

(
『玉

篇

略

』

1

3

9

・
8

4

・
シ

ュ
ク
)

@

椒

(
1

7

5

・
6

3

・
シ

ョ
ク

)

(
『玉

篇

略

』

1

8

2

・
6

4

・
シ

ュ
ク
)

@

釦

(
1

7

7

・
3

4

・
シ

ョ
ツ
)

(
『
玉
篇

略

』

1

8

4

・
7

2

・
シ

ュ
ツ
)

@

旬

(
0

0

1

・
4

8

・
ジ

ョ
ン
)

@

捜

(0

5

2

・
6

4

・
シ

ョ
ン
)

(
『
伝
紹

益

筆

本

』

0

6

5

・
2

7

・
シ

ュ

ン
)

@

拘

(
0

5
6

・
2

6

・
シ

ョ
ン
)

(摘

『
玉

篇
略

』

0

5

6

・
6

7

・
シ

ュ

ン
)

@
躇

(
0

5

9

・
6
3

・
シ

ョ
ン
)

(
『
玉

篇

略

』

0

6

0

・
7

3

・
シ

ュ
ン
)

@
駿

(
0

5

9

・
8
3

・
シ

ョ
ン
)

(『
玉

篇

略

』

0

6

0

・
5

5

・
シ

ュ
ン
)

@
徊

(
0

9

3

・
4
6

・
シ

ョ
ン
)

(『
玉

篇

略

』

0

8

3

・
8

2

・
シ

ュ
ン
)

一51一



@
醇

(
1

0

5

・
7

4

・
シ

ョ
ン
)

@
第

(
1

2

2

・
8

2

・
シ

ョ
ン
)

@
莫

(
1

2

3

・
4

2

・
シ

ョ
ン
)

@
純

(
1

2

8

・
1

3

・
シ

ョ
ン
)

@
殉

(
1

4

0

・
3

5

・
ジ

ョ

ン
)

@
絢

(
1

4

7

・
2

2

・
シ

ョ

ン
)

@
准

(
1

5

1

・
2

2

・
ジ

ョ

ン
)

@
舜

(
1

5

2

・
6

4

・
シ

ョ

ン
)

@

難

(
1

5

3

・
1

2

・
シ

ョ

ン
)

@

隼

(
1

5

3

・
2

6

・
シ

ョ

ン
)

@

旬

(
1

6

0

・
6

2

・
シ

ョ

ン
)

@

隼

(
1

6

2

・
1

5

・
ジ

ョ

ン
)

@

噂

(
1

7

5

。
6

6

・
シ

ョ

ン
)

(
『
玉
篇
略
』

(
『
玉
篇
略
』

(
『
玉
篇
略
』

0

9

6

・
1

8

・

シ

ュ

ン
)

1

1

5

・
2

2

・

シ

ュ

ン
)

1

1

5

・
5

7

・

シ

ュ

ン
)

(
『玉

篇

略

』

1

3

7

・
6

5

・
シ

ュ
ン
)

(『
玉

篇

略

』

1

4

7

・
8

5

・
シ

ュ
ン
)

(『
玉

篇

略

』

1

5

2

・
4

4

・
シ

ュ
ン
)

(『
玉

篇

略

』

1

5

2

・
3

4

・
シ

ュ
ン
)

(『
玉

篇

略

』

1

5

4

・
6
3

・
シ

ュ
ン
)

(『
玉

篇

略

』

1

5

4

・
7

6

・
シ

ュ
ン
)

(『
玉

篇

略

』

1

6

4

・
4

6

・
シ

ュ
ン
)

(『
玉

篇

略

』

1

5

4

・
7

6

・
シ

ュ
ン
)

(『
玉

篇

略

』

1

8

2

・
7

4

・
シ

ュ
ン
)

こ
れ
ら
は
表
記
面
か

ら
だ

け
み
る
と
、
「
ユ
」
「
ヨ
」

の
文
字
が

い
れ
か
わ

っ

た
も

の
に
す
ぎ
な

い
。
だ

が
こ
う
し
た
交
替
表
記
が

み
ら
れ

る
の
は
、

シ

ュ
と

シ

ョ
と

に
独
特
な
も

の
の
よ
う
で
あ

る
。
す
な

わ
ち
、
「キ

ョ
」
「
チ

ョ
」
「
ニ
ョ
」

「
リ

ョ
」
が

「
キ

ュ
」

「
チ

ュ
」

「
ニ

ュ
」

「
リ

ュ
」
と
表
記

さ
れ

る
よ
う
な
例
は

み
あ

た
ら
な

い
の
で
あ

る
。

こ
れ
と
同
様
な
表
記

が
見

ら
れ
る
文
献
を

ほ
か
に
も
と
め

て
み
る
と
、
ま
ず

『
天
正
狂
言
本
』
が

あ
げ

ら
れ
る
。
所
在
を

『
狂
言
古
本

二
種
』

(わ

ん
や
書
店

一
九
六

四
年
七
月
)

に
よ

っ
て
し
め
す

と
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
例
が
あ

る
。

シ

ョ
↓

シ

ュ

鷹
し

ゆ

〈雁
書
〉

(
5
上

17
)
/

し
ゆ
ま
ふ

〈所
望
〉

(
5
下

18
)
/
し
ゆ
ま

ふ

〈所
望
〉

(
5
下

19
)
/

し
ゆ
り
や
う
も
ち

〈所
領
持
〉

(
28
上
18
)
/
し

ゆ
国

〈諸
国
〉

(
17
下

1
)
/
し

ゆ
国

〈諸
国
〉

(
17
下

4
)

シ

ュ
↓

シ

ョ

し

よ
く

〈宿
〉

(
10
上
21
)
/
し

よ
行

〈
修
行
〉

(20
上
2
)
/
ち
し
よ

〈
地

主
〉

(
14
下

19
)
/
ど
く
し

よ

〈
読
講
〉

(
13
下
23
)
/
し
よ
み
や
う
ち
や
う

を

つ

〈寿
命
長
遠
〉

(17
上
15
)
/
し
よ
ん
き
や
く

〈
順
逆
〉

(
25
上
8
)
/

し

よ
ん
の
舞

〈
順

の
舞
〉

(
25
下
6
)

た
だ
し
、
「
天
正
狂
言
本
』

に
は
以
上

の
よ
う
な
例

の
ほ
か

に
、

ウ
列

音
と

オ

列
音
と

の
交
替
表
記
と

い
う
点

で
は
共
通
な
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
例

も
転
観
㌍

せ
う

〈
主
〉
/
せ
う
く

〈
秀
句
〉
/
せ
う
と

〈
舅
〉
/
ち
う

〈
長
〉
/

ひ
う

〈
豹
〉
/
ふ
ゆ
ふ

〈
芙
蓉
〉
/
み
う
た
ん

〈妙

丹
〉
/
き
ふ
け

〈教
化
〉

/
ち

ん
ち
う

〈
尋
常
〉
/

こ
き
ふ

〈
児
校

〉
/
み
う
お

つ
か
う

〈妙
音
講
〉
/

は
く

ゆ
ふ

〈
伯
養
〉
/

一
ひ
う

〈
一
俵
〉

/
ざ
う
ゆ
う

〈雑

用
〉

/
ち
う
ほ
く

〈調

伏
〉
/
き
ふ
ろ
ん

〈
経
論
〉
/
し
や
う
ぎ
ふ

〈聖
教
〉

右
記

の
よ
う

に
、
『
天
正
狂
言
本
』

に
お
け
る
ウ
列
拗

長
音

と

オ
列
拗

長
音

と

の
あ

い
だ

に
は
、
各
行

に
わ
た

っ
て
交

替
表

記

が
み

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

(
た
だ
し
、
ウ
列
↓
オ
列
は
サ
行
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
)

さ

て
、

こ
う
し
た
ウ
列
拗
長
音

と
オ
列
拗
長
音

の
交
替
表
記
例

は
、
米
沢
本

倭
玉
篇

に
お

い
て
は
そ
う
お
お
く
は
出
現

し
な

い
。

み

つ
け
た
か
ぎ

り
の
も

の

は
以
下

の
例

で
あ
る
。

◆

力

行

@

頬

(
0

9

4

・
4

3

・
キ

ウ

)

(
『伝

紹

益

筆

本

』

1

2

2

・
7

3

・
ケ

ウ
)

◆

サ

(
ザ

)

行

@

抄

(
0

2

3

・
1

5

・
シ
ウ
)

(
『玉

篇

略

』

0

2

2

・
6

7

・
ヘ
ウ
。

米

沢

本

の
音

注

は

「
抄
」

と

誤

認

し

た
も

の

か
)
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@

招

(
0

5

2

・
5

4

・
シ

ウ
)

(
『
伝

紹

益

筆
本

』

0

6

5

・
2

1

・
シ

ョ
ウ
。

単

に
書

写

の
過

程

で

「
ヨ
」

が

脱

落

し

た

も

の
と

い

う

可
能

性

も

あ

る
)

@

抄

(
0

5

6

・
3

3

・
シ
ウ

)

(
「
0

5

3

・
1

7

」

に
は

「
セ
ウ
」
と

あ
り
)

@

袖

(
1

0

3

・
1

2

・
セ
ウ

)

@

湯

(
1

3

9

・
7

3

・
セ

ウ

)

(
「
州

」

の
別
体

と

し

て
の
音

注

)

@

秀

(
1

6

3

・
7

1

・
セ

ウ

)

@
十

(
1

6

2

・
1

1

・
ゼ

ウ

)

◆

タ

(
ダ
)

行

@
轍

(
0

9

6

・
4

2

・
チ

ウ
)

@
膓

(
1

0

1

・
8

1

・
チ

ウ
)

@

剛

(
1

3

9

・
2

2

・
チ

ウ
)

(
『
玉
篇

略

』

1

3

6

・
4

8

・
テ

ウ
)

@

傭

(
0

1

0

・
3

1

・
テ

ウ
)

@

忠

(
0

6

5

・
5

1

・
テ

ウ
)

@

綱

(
1

2

6

・
5

1

・
テ

ウ
)

@

稠

(
1

4

4

・
1

3

・
テ

ウ
)

@

雛

(
1

5

3

・
2

5

・
テ

ウ
)

◆

ヤ
行

@

耀

(
0

2

5

・
5

8

・
ユ
ウ
)

(『
玉

篇

略

』

0

2

6

・
1

8

・
ヨ
ウ
)

@

鶴

(
0

6

2

・
4

5

・
ユ
ウ
)

(
『玉

篇

略

』

0

6

1

・
4

5

・
エ
ウ
)

@

遥

(
0

8

2

・
8

4

・
ユ
ウ
)

(
『玉

篇

略

』

0

7

6

・
3

7

・
ヨ
ウ
)

@

孕

(
0

9

9

・
2

3

・
ユ
ウ
)

(
『玉

篇

要

略

集

』

0

8

5

・
1

5

・
ヨ
ウ
)

@

玄

(
1

8

3

・
1

1

・
ユ
ウ
)

(『
玉

篇

略

』

1

9

2

・
2

1

・
エ
ウ
)

@

幼

(
1

8

3

・
2

6

・
ユ
ウ
)

(『
玉

篇

略

』

1

9

2

・
2

3

・
ヨ
ウ
)

@

誘

(
0

1

3

・
5

5

・
ヨ
ウ
)

(『
伝

紹

益

筆

本

』

0

1

7

・
2
3

・
ユ
ウ
)

@

舳

(
0

2

1

・
7

3

・
ヱ
ウ
)

(『
玉

篇

略

』

0

2

2

・
2
8

・
ユ
ウ
)

◆

ラ
行

@

楊

(
0

2

3

・
1

4

・
リ

ウ
)

(『
伝

紹

益

筆

本

』

0

2
7

・
4

7

・
レ

ウ
)

な
お
、
以
下

の
3
例

に
は

「
エ
ウ
」
と

い
う
音
注
が
付
し

て
あ
る
。
複
製

で

は

っ
き

り
と
確
認
す

る
の
は
困
難

で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は
も
と

「
ユ
ウ
」
と
あ

っ

た
も

の
を
別
筆

で

「
エ
ウ
」
と
訂
し

て
あ

る
よ
う

に
も
み
え
る
。
ま
た
、
語
頭

の

エ
を
表
記
す

る
カ
ナ
と
し

て
本
書

で
は
も

っ
ぱ
ら

「
ヱ
」
を
使
用
し

て
い
る

と

い
う
点
か
ら
、
こ
の

「
エ
ウ
」
と

い
う
表
記
は
異
例
な

の
で
あ
る
。
よ

っ
て
、

後
人

に
よ
る
音
注
と

い
う
可
能
性
が
あ
る

の
で
、

こ
こ
に
は
ふ
く
め
な

い
こ
と

に
す

る
。
游

(0
3
5

・
2
4
)
/
拗

(
0
4
5

・
8
7
)
/
嘲

(
0
8
8

・

7
8
)

さ

て
、

こ
れ
ら

の
例

に
お

い
て
ウ
列
表
記
と
な

っ
て
い
る
漢
字

の
音

は
、

本

来

は
合
音

で
あ
る
も

の
ば
か
り

で
あ
る
。
ま
た
逆

に
、
も
と
も
と
ウ
列

で
あ
る

も

の
が
オ
列
表
記

に
な
る
と
き
、
そ
れ
は
か
な
ら
ず
合
音

の
か
た
ち
と
な

っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
ウ
列
拗
長
音
と
オ
列
拗
長
音

(
の
う
ち
の
合
音
)

と
の
交

替
表
記

に

つ
い
て
は
、
そ
れ
が
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期

の
さ
ま
ざ

ま
な
文
献

に
み
ら
れ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
な
ぜ
そ

の
よ
う
な
表

記
が

で
て
く
る
の
か
と

い
う
問
題
が
議
論
さ
れ

て
龍
燭
㌍

そ
う
し
た
な
か

で
迫
野
度
徳
氏

「
オ

・
ウ
段

拗
長
音
表
記

の
動
揺
」
(
「
国
語
国
文
」
44

「
3
、

一
九
七

五
年

三
月
)

が
、

こ

れ
を
オ
列
長
音

の
開
合

の
区
別

に
か
か
わ
る
問
題

と
し
て
論

じ
て
い
る
。

こ
の
論
文

で
迫
野
氏
は

つ
ぎ

の
よ
う
な
解
釈

を
提

示
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、

オ
列
長
音

の
開
音
が
合
音

に
接
近
す
る
こ
と
で
開
合
の
区
別
を
解
消
し

つ
つ
あ

っ

た
時
期

に
、

こ
の
区
別
を
保
持
す
る

べ
く
合
音

が
ウ
列
長
音

(拗
長
音

に
限
定

さ
れ
な

い
)

に
音
価
を
近
似
さ
せ
た
結

果
、

こ
う
し
た
表
記
例

が
出
現
す

る
に

い
た

っ
た

の
で
あ
る
と

(
同
論
文

39
頁

以
下
を

も
と
に
要
約
)
。
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本
稿

の
筆
者

も
、

こ
の
問
題

に
関
し

て
は
、

こ
の
解
釈

に
し
た
が
う
べ
き
も

の
と
か
ん
が
え

て
い
る
。

と
す
る
と
、
米

沢
本

倭
玉
篇

に
ウ
列
拗
長
音

と
オ
列

合
音

と
の
交
替
表

記
が
み
ら
れ
る

こ
と
は
、

こ
の
文
献

が
室

町
時
代
末
期

か
ら

江
戸
時

代
初

期

の
成
立

で
あ
る

こ
と
か
ら
み

て
、
そ
う
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
も

な
い
と

い
う

こ
と

に
な
る
。

だ
が
、
最
初

に
あ
げ
た

シ

ュ
↑
↓
シ

ョ
交
替
表
記

に
対
し

て
は
、

こ
う
し

た

開
合

の
区
別
と
は
別

の
事
情
が
か
ら
ん

で
い
る
よ
う

で
あ
る
。

実
は
、
お
な
じ
米
沢
図
書
館

に
蔵
せ
ら
れ

て
い
る

『
沙
石
集
』

の
写
本

に
、

倭
玉
篇
と
お
な
じ
傾
向
が
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
片
岡
了
氏

「米

沢

市
立
図
書
館
蔵

「
沙
石
集
」

の
拗
音
表
記
」
(
「
大
谷
学
報
」
55

1
3
、

一
九
七

五
年

一
二
月
)

に
よ
る
と
、
「
白
居
易
」

の
1
例
を

の
ぞ

い
て
、

長
音

で
な

い

ウ
列
拗
音
と
オ
列
拗
音
と

の
交
替
表
記
例
が
存
す
る

の
は
頭
子
音
が
サ
行

・
ザ

行

の
も

の
に
か
ぎ
ら
れ
、

こ
と
な
り
数

で
22
個

の
交
替
表
記
例
が
み
ら
れ
る
と

躍

架

そ
う
し
た
例

の
み
ら
れ
る
理
由
と
し

て
片
岡
氏
は

結
局

[ω
目O
]
と

[ω
言
]

(又
は

q
O
]

と

[冒

]
)

の
韻
尾

の
母
立
月
剛
.

国

に
問
題
が
行
き

つ
く

こ
と

に
な

る
。

そ
の
母
音
が
先

の
拗
長
音

で
も
そ

う
だ

っ
た
よ
う

に
、
明
確
な
き

こ
え
を
も

っ
た
囹

・
田

で
な
く
、
表
記
上

両
様

の
形
を
許
す
よ
う
な
中
間

の
音
だ

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。
た
だ

こ
の
場

合
、
先

に
も
記
し
た

よ
う
に
、

そ
の
相
通
が
、

サ
行

・
ザ
行

に
偏
し

て
い

る
と

こ
ろ
か
ら
す

る
と
、

シ

・
ジ
の
子
音
田

・
圖

に

つ
ら
れ

て
、
後
続

の

母
音
が

口
蓋
化
せ
ら
れ

て
区
別
が

つ
き

に
く
く
な

っ
て
い
た
も

の
と
解
さ

れ

る
。

(63
頁
以
下
)

と

い
う
事
情
を
推
定
し
た
。

そ
の
う
え

で
、
「
こ
の
他

に
オ
列
長

音

及
び

オ
列

開
拗
長
音

の
表
記

に
関
し

て
も
検
討
を
要
す

る
。

そ
れ
ら
全
体
が
方
言
と

の
結

び

つ
き
を
も

つ
の
か
ど
う
か
と

い
う
点
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
」
(64
百
O

と
、

か
か

る
事
象
と
方
言
と

の
関
係
を
示
唆
さ
れ
た
。

そ
う
い
え
ば
、
さ
き

に
本
書
と
共
通
す
る
表
記
例

の
み
ら
れ
る
文
献
と
し

て

あ
げ

た

『
天
正
狂
言
本
』

は
東
国
方
言
を
反
映
す
る
も

の
と
さ
れ

て
縢
番

㌍
ま

た
、

そ
う
し
た
過
去

の
東
国
方
言

の
様
相
を

つ
た
え

る
と
さ
れ
る
天
正
本
以
外

の
文
献

に

つ
い
て
の
報
告
も
、

こ
れ
ま

で
に
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が

で
て
縣
魂

卵

結
局
、
本
書

に
み
ら
れ

る
交
替
表
記
も

そ
う
し
た
方
言
的
要
素

の
露
出
し
た
も

の
の
ひ
と

つ
だ
と
お
も

わ
れ

る
の
で
あ

る
。

実
際
、
現
代

の
東
国
方
言
を
な
が
め

て
み

る
と
、

ウ
列
拗
音
と
オ
列
拗
音

の

合
流
の
み
ら
れ
る
方
言
が
山
欝

)・
新
麟

)・
長
践
購
む
た
り
に
分
布
し
て
い

る
し
、

そ
う
し
た
傾
向

は
、

さ
か

の
ぼ

っ
て
江
戸
時
代

の
文
献

に
お

い
て
も
記

録

さ
れ
て
い
る
。

た
と

え
ば
、
氏
家
剛
太
夫

『
荘
内
方
音
孜
』
に
は

「○
方
立q

ユ
ヨ
の
音

に
別

な
く
、
皆

ヨ
と
唱

ふ
。
露
を

ツ

ヨ
、
雪
を

ヨ
キ
、
春
風
を

シ
ヨ

ン
フ
ウ
、
冬
風
を

フ
ヨ
カ
ゼ
と
言

ふ
の
類
な

り
。

【
中
略
】
是
よ
り
及
ぼ
し
て
、

チ
ウ

ジ
ウ

キ
ウ
等

い
ふ
音
を

テ
ウ

ゼ

ウ

ケ
ウ
な
ど
呼
ぶ
な
り
。
例

へ

ば
忠

臣
寵
臣

に
別
な

く
、

一
重

一
丈
を
混
じ
、
灸
治
経
師

の
分
ち
無
き
が
如
し
」

(
三
矢
重
松
氏

『荘
内
語
及
語
釈
』

刀
江
書
院
、

一
九
三
○
年
七

月
、

67
頁
)

と
あ
る
。

現
代

と
お
な
じ
く

一
九
世
紀
初
頭

の
庄
内
方
言

に
お

い
て
も

ウ
列
拗

音
と
オ
列
拗
音

と
の
合
流

は
サ

・
ザ
行

に
か
ぎ

ら
ず
、
各
行

に
み
ら
れ

る
わ
け

で
あ
る
。

天
明
七
年

の
万
象
亭
作

『
田
舎
芝
居
』

に
み
え
る

「
せ
う
よ
た
ろ

(醤
油
樽
。

鎚
頁
下

・
謝
頁
下

・
説
頁
下
)
」
「
わ
か

い
し

よ

(若

い
衆
。

脚
頁
上
)
」
「
よ

ろ

し

て

(許

し

て
。

謝
頁
下
)
」

「百
合

(
よ
り
)
の
花

(
謝
頁
上

)
」

と

い
う

か
た

ち
も
、
中

央
語
の

ユ

(
お
よ
び
ウ
列
拗
音
)

に
相
当
す

る
部
分
を

ヨ

(お

よ
び

オ
列
拗
音

)
と
発
音

す
る
特
徴
を
、
越
後
方
言

ら
し
さ
を
表
現
す

る
手
段
と
し

て
利
用
し
た
も
の

で
あ
る

(引

用
は

『
洒
落
本
大
成
』
第

13
巻
、
中
央
公
論
社
、
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一
九
八

一
年
七
月
)
。
な
お
、
東
條
操
氏

「
洒
落
本

に
現
れ
た

る
方
言

の
考
察
」

(『
方
言
と
方
言
学
』
春
陽
堂
、

一
九
三
八
年
六
月
)

鎚
頁
を
参
照

の
こ
と
。

ま

た
、
迫
野
慶
徳
氏

「
古
文
書

に
み
た
中
世
末
期
越
後
地
方

の
音
韻
」
(
「
語

文
研
究
」
22
、

一
九
六
六
年

一
○
月
。
引
用

は
柴
田
武
氏

・
加
藤
正
信
氏

・
徳

川
宗
賢
氏
編

『
日
本

の
言
語
学
第
6
巻

方
言
」
大
修
館
書
店
、

一
九
七
八
年

一
○
月
、

に
よ

る
)

に
よ

る
と
、

こ
う
し
た
傾
向
が
す

で
に
中
世

に
お

い
て
生

じ

て
い
た
ら
し

い
こ
と
が
わ
か

る
。

そ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た

「
ウ
、
オ
段
開
拗
音
」

の
例
も
、
長
音

で
な

い
の
は

「
成
就

(し

や
う
じ
よ
)
・
御
り
う
し
ゆ

(料
所
)

・

よ
う

(
ふ
)
し
ゆ

(用
所
)

・
し

ゆ
や
く

(諸
役
)

・
扶
助

(
ふ
じ

ゆ
)
・

一

し
ゆ

(
緒
)

・
一
し
ゆ

(所
)
」

(
鵬
頁
以
下
)

の
よ
う

に
サ

(
ザ
)
行

の
も

の

の
み
で
あ

っ
て
、
米
沢
本
沙
石
集

や
倭
玉
篇
と
表
記
上

の
傾
向

に
お

い
て
類
似

す

る
も

の
が
あ

る
。
米
沢
本
倭
玉
篇

に
み
ら
れ
る
交
替
表
記
例
も
、

こ
の
よ
う

な
方
言

の
も
ち

ぬ
し

に
よ

っ
て
音
注
が
付
さ
れ
た
結
果
な

の
で
あ
ろ
う
。

で
は
字
音
以
外

に
も
、
東
国
方
言

の
影
響
を
お
も
わ
せ

る
事
象
は
な

い
で
あ

ろ
う
か
。
ま
ず
、

い
ま
問
題

に
し

て
い
る
の
と
同
様

の
表
記
が

「
冬

(
フ
ヨ
)

0

7
9

・
3
6
、
1

5
1

・
1
8
」
「
謎

(
ユ
ウ
)

1
0
6

・
1

4
」

と

い
う

和
訓

の
表
記

に
も
み

つ
か

る
。
残
念
な
が
ら

い
ま

の
と

こ
ろ
こ
れ
以
外

の
例
が

な

い
の
で
あ
る
が
、

や
は

り

ユ
↑

・
ヨ
の
例
と

み
ら
れ

る
。

と
す

る

と
、

《
ウ

列
拗
音
と

オ
列
拗
音

の
交
替
表
記

の
み
ら
れ

る
の
は
サ

(ザ
)
行
だ
け
》
と

い

う
、
さ
き

ほ
ど

の
傾
向

に
対
す

る
例
外
と
な

る
わ
け

で
あ

る
。
ま
た
、
米
沢
本

沙
石
集

に
も
1
例
な
が
ら

キ

ョ
↓

キ

ュ
の
表
記
例
が
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
事
実

を
重
視
す
れ
ば
、
か
か

る
表
記
が
出
現
す

る
条
件
と
し

て
片
岡
氏
が

の
べ
ら
れ

た

「
シ

・
ジ

の
子
音

～

5

に

つ
ら
れ

て
」
云
々
の
よ
う
な
推
定

に
は
問
題

が

あ
る

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
音
声
と
か
か
わ
り

そ
う
な
も

の
と
し

て
は
、

ヒ
と

シ
の
混
同
と
み
ら

れ

る

例

が

「否

(
0

8

8

・
4

2

・
シ
)

脂

(
0

0

5

・
6

5

・
ヒ
)
」

の

2

例

あ

る
。

さ

ら

に

「療

(
カ

ヱ
カ

リ
)

1

0

9

・
4

5
」

「
折

(
カ

ヱ
カ

リ
)
1

0
9

・

1

8

」

「
痒

(
カ

ヱ
カ

リ
)

1

0

9

・
1

2
」

と

い

っ
た
例

も

、

カ

ユ
↓

カ

イ

と

い
う
変

化

を

へ
た

う

え

で
、

さ

ら

に

イ
と

エ
と

の
混

同

の
結

果

そ

の
連

母

音

の
後

半

が

「
ヱ
」

と
表

記

さ

れ

た
も

の

で
あ

る

か
も

し

れ

な

い
。

勿

論

こ
れ

は

ユ
↓

ヱ
と

い

う
単

な

る
誤

写

の
可

能

性

も

あ

る
。

実

際

、

本

書

で

ヱ
と

表

記

さ

れ

た

も

の

の

な

か

に

は
、

「
鵤

(
0

6

2

・
5

3

・
ヱ

ツ
)
」

の

よ

う

な

、

誤

写

と

お

ぼ

し

き
例

(鵤

の
音

は

コ

ツ
。

ち

な

み

に

0

5
0

・
7

7

に
は

、

お

な

じ

鵤

に
対

し

て

「
コ

ウ
」

と

注

す

る

)

が

あ

る
。

ま

た

、

「
咽

(
0

8

7

・
3

1

・
ユ

ツ
)
」

「室

(
0

9

1

・
7

3

・
ユ
ン
)
」

「愛

(1

5
2

・

6

3

・
ユ

ン
)
」

「雛

(
1

5

3

・
2

5

・
ユ
ル
)
」

の
よ

う

な

、

ヱ
↓

ユ
の

誤

写

と

お

も

わ

れ

る
例

が

あ

る

の

で
、

そ

の
逆

の
誤

写

例

が

あ

っ
て
も

お

か

し

く

は

な

い
。

し

か

し
、

「痴

(
1

0

9

・
3

1

・
カ

ヘ
カ

リ
)
」

と

い
う

例

も

あ

る

こ
と

で
あ

り
、

こ

こ

は
単

な

る
誤

写
と

み

る

よ

り
も

、

や

は
り

「
カ

ユ
ガ

リ
」

と

は

区

別

さ

れ

た

「
カ

エ
ガ

リ
」

と

い
う

語

形

を

表

記

し

た

も

の

で
あ

る
と

し

て
お

き

た

い
。

一
方
、

表

記

以
外

の
面

で

は
、

あ

ま

り
東

国

方

言

的

な

要

素

を

指

摘

す

る

こ

と

が

む

ず

か

し

い
。

し

い

て
あ

げ

れ

ば

、

動

詞

活

用

の

一
段

化

の
例

が

散

見

さ

れ

る

こ

と

で

あ

ろ

う

か
。

以

下

、

例

を

あ

げ

る
。

膏

(
0

0

4

・
8

7

・
コ

ヱ
ル
)

/

風

(0

0

5

・
6

6

・
肥

「

・
コ

ヱ

ル
)

/

腫

(
0

0

6

・
5

3

・
コ

ヱ
ル
)

/

植

(
0

1

9

・
1

8

・
ウ

ヱ

ル
)

/

杜

(
0

2

2

・
8

2

・
ヒ

ヱ
ル
)

/

凱

(0

4
8

・
6

8

・
ウ

セ

ル

)

/

挺

(
0

5

7

・
3

7

・
ヒ

ツ
サ

ケ

ル
)

/

蹴

(
0

5

8

・
1

8

・
コ

ヱ

ル
)

/

践

(
0

5

8

・
4

4

・
ヲ

ヱ
ル
)

/

跨

(0

5

8

・
5
4

・
コ

ヱ
ル
)
/

銀

(0

8

0

・
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2

1

・
タ

シ

ナ

メ

ル
)

/

飢

(
0

8

0

・
8

8

・
ウ

エ
ル
)

/

通

(
0

8

2

・

2

7

・
ツ

ラ
ネ

ル
)
/

寝

(
0

9

1

・
3

3

・
イ

ネ

ル
)

/

安

(
0

9

1

・
4

2

・
イ

ネ

ル
)
/

醸

(
1

0

5

・
8

3

・
シ

バ

・
ヱ

ル
)

/

痩

(
1

0

9

・
3

2

・
ヤ

セ

ル
)
/

癌

(
1

0

9

・
3

4

・
タ

ヱ

ル
)
/

疹

(
1

0

9

・
8

5

・

イ

ヱ

ル
)

/
疹

(
1

1

0

・
3

6

・
イ

ヱ

ル
)

/

弩

(
1

1

5

・
2

2

・
カ

ケ

ル
)

/
耐

(
1

1

9

・
3

6

・
タ

ヱ

ル
)

/
封

(
1

3

4

・
8

6

・
ヲ

ヘ
ル
)

/

削

(
1

3

9

・
1

3

・
タ

ヘ
ル
)

/

剰

(
1

3

9

・
3

4

・
タ

ヱ

ル
)

/

創

(
1

3

9

・
5

5

・
タ

ヘ
ル
)

/

殖

(
1

4

0

・
4

5

・
ウ

ヱ

ル

)

/

越

(
1

4

0

・
7

3

・
コ

ヱ

ル
)

/

超

(
1

4

0

・
7
4

・
コ

ヱ
ル
)
/
待

(1

4
4

・

8

6

・
ウ

ヱ

ル
)

/

勝

(
1

5

6

・
8

2

・
タ

ヱ
ル
)
/
勒

(1

5
7

・
2
4

・

タ

ヱ

ル
)

/

劉

(
1

6

0

・
7

5

・
タ

エ
ル
)

/
麗

(
1

6

1

・
6

4

・
フ
セ

ル
)語

彙

の
面

で
は

東

国

的

な

も

の
を

発

見

す

る

こ
と

は

で
き

な

い
が
、

本

書

の

辞

書

と

し

て

の
性

質

上

、

方

言

的

な

要

素

が

混

入

す

る

こ
と

は

む

ず

か

し

い
の

で
あ

ろ

う

。

以

上

、

米

沢

本

倭

玉

篇

の
字

音

表

記

の
特

徴

的

な

点

と

し

て
、

《
ウ
列

拗
音

と

オ

列

拗

音

と

の
交

替

表

記

が

サ

(
ザ

)

行

に
集

中

し

て
み

ら

れ

る

》

と

い
う

こ
と

を

指

摘

し

、

そ

う

し

た

表

記

が

、

米

沢

本

の
編

者

自

身

の
方

言

の
影

響

に

よ

る

も

の

で
あ

ろ
う

と

推

定

し

た

。

こ

の

こ
と

は

、

従

来

あ

ま

り

明

確

に

指

摘

さ

れ

る

こ
と

が

な

か

っ
た

よ

う

で
あ

る

が

、

本

書

の
成

立

事

情

を

か

ん

が

え

る

際

に
は

重

要

な

点

だ

と

お

も

わ

れ

る

。

ま

た

、

過

去

の
東

国

方

言

の
様

相

を

か

い
ま

み
せ

て
く

れ

る

文

献

で
あ

る

と

い
う

点

か

ら

も

、

さ

き

の
沙
石

集
ど

同
様

、

米

沢

本

倭

玉

篇

は

貴

重

な

資

料

だ

と

い
え

る

。

注

(注

1
)
米
沢
本
倭
玉
篇

の
本
文
、
お
よ
び
用
例

の
所
在
表

示

の
方
法

は
北

恭
昭

氏
編

『倭

玉
篇

五
本
和

訓
集
成
』
本
文
篇

・
索
引
篇

(汲
古
書
院
、
一
九
九

四
年

三
月
～
九

五
年

一
月
)

に
ょ
る
。

(注

2
)

こ
う
し
た
も

の
も
ふ
く
め
た
天
正
本
の
表
記

の
特

徴

つ
い
て
は
蔵
野

嗣
久
氏

が

つ
ぎ

の
2
編

の
論
文

に
ま
と
め

て
い
る
。
「国
語
資
料
と
し

て
の
天
正
狂

言
本

に

つ

い
て
=
音
韻
表
記

の
特
徴
を
中
心
と
し

て
ー
」
(「
国
語
国
文
論
集
」

〈
安

田
女

子
大

学
〉

3
、

一
九
七
二
年
六
月
)、

「国
語
資
料
と
し
て
の
天
正
狂
言
本
に

つ
い
て

続

・

音
韻
表
記

の
特
徴
」

(「国
語
国
文
論
集
」

〈安
田
女
子
大
学
〉
4
、

一
九
七

三
年
六

月
)

(注

3
)
山
田
忠
雄
氏

「法
明
童
子
」
(『
山
田
孝
雄
追
憶
史
学

・
語
学
論
集
』

宝

文
館

、

一
九
六

二
年

=

月
)

・
吉
川
泰
雄
氏

「近
古
国
語

に
於
け
る
長
拗
音

「
ゆ
う
」
と

「
よ
う
」

の
相
関
」
(『
近
代
語
誌
』
角

川
書
店
、
一
九
七
七
年
三
月
)
等
参
照
。

(注

4
)
長
音

の
ば
あ

い
に
は
、
各
行

に
わ
た

っ
て
交
替
表
記
が

で
て
く
る
。

(注

5
)
迫
野
度
徳
氏

「東
国
文
献
と
言
語
指
標
ー

「
天
正
狂
言
本
」
に
お
け
る

「
借
り

る
」
を
め
ぐ

っ
て
=
」

(「北
九
州
大
学
文
学
部
紀
要
」
7
、

一
九
七

一
年

一
二
月
)

参
照
。

(注

6
)

た
と
え
ば
、
洞
門
抄
物

や

『元
亀
二
年
本
運
歩
色
葉
集
』
『梅
津
政
景

日
記
』

な
ど
。
近
年
も
小
林
芳
規
氏
が
角
筆
文
献

で
庄
内
方
言

の
反
映
し
た
も

の
を
報
告
し

て
い
る
。
金
田
弘
氏

『洞
門
抄
物
と
国
語
研
究
』
(桜
楓
社
、

一
九
七
六
年

一
一
月
)、

迫
野
虎
徳
氏

「「
諒
蛮

噛
鞄
蹟
運
歩
色
葉
集
」

に

つ
い
て
」

(「国
語
国
文
」

42
-
7
、

一
九
七

三
年
七

月
)
、

同

氏

「
「
梅
津

正
景

日
記
』

=
江

戸
時

代
初

期
東

国
語

文

献
ー
」

(「文
学
研
究
」

79
、

一
九
八
二
年
三
月
)、
小
林
芳
規
氏

「
近

世

の
角
筆

文

献

研
究

の
課
題

=

(坤
)
庄
内
方
言
の
角
筆
文
献

の
解
明
と
方
言

史

の
開
拓

1
」

(「文
学

・
語
学
」

齪
、

一
九
九
六
年

一
○
月
)
等
参
照
。

(
注
7
)
川
本
栄

一
郎
氏

「東
北
方
言

の
音
韻
」

(『方
言
研
究

の
問
題
点
』
平
山
輝
男
博

士

還
暦
記
念
会
編
、
明
治
書
院
、

一
九
七
〇
年
八
月
)
34
頁

「表
10

ウ
段
音
」

に

よ
る
と
、
酒

田
市
宮
之
浦

で
は
、
「
雪

・
百
合

・
弓

・
指

・
醤
油
」

「数
珠

・
巡
査

・

一56=



五
十

・
饅
頭
」
「
繕
子

・
姑

・
葡
萄

酒
」

「注
射

・
チ

ュ
ー
リ

ッ
プ

・
焼
酎
」
「牛
乳
」

の

ユ
・
ジ

ュ

(
ー
)
・
シ

ュ

(
ー
)
・
チ

ュ
ー

・
ニ
ュ
ー
の
部
分
が
、
そ
れ
ぞ
れ

ヨ

・

ジ

ョ

(
ー
)

・
シ

ョ

(
ー
)

・
チ

ョ
ー

。
ニ
ョ
ー
と
発
音
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

し
か
し
す

べ
て
の
行

に
わ
た

っ
て
ウ
列
拗
音
が

オ
列
拗
音

に
な

っ
て
い
る
わ
け

で
は

な
く
、
「
牛
乳
」

「急
須

・
野
球
」
「竜
宮
」

の
、

ギ

ュ
ー

・
キ

ュ
ー

・
リ

ュ
ー
の
部

分

は
ウ
列
音

の
ま
ま
と
な

っ
て
い
る
。
調
査
語

の
問
題
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な

い
。

(注

8
)
加
藤
正
信
氏

『方
言
学
講
座

第

2
巻

東
部
方
言
』
(東
京

堂
、

一
九
六

一

年
三
月
)

㎝
頁

に
は
、
新
潟
県
尾
崎
方
言

の
記
述
と
し

て

「四
、
甘
の
系
列
が
な

い

老
年
層

や
中
年
層

で
は
、
「
夢
」
も

「
嫁
」

も
と
も
に

[一〇
∋
Φ]

と
発
音

さ
れ

て

区
別
が
な

い
。
共
通
語

の
冒

に
は

一〇
巴
雪

宣
匠
百
合

一〇
〇
言
う

す
○
σq
。夕

顔

.○
す
お
湯

の
よ
う
に
す
が
対
応
し
、

こ
の
方

言

に
は

甘

と

い
う

モ
ー

ラ
は
な

い
と
認
め

ら
れ
る
。
老
年
層

で
は
共
通
語
の
甘
だ
け
で
は
な
文

三
二

σq
置

五
⊆
…
・:

な
ど
、
こ
の
系
列

の
す

べ
て
の
モ
ー
ラ
が
な
く
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

五
〇
。
ユ

き

ゅ
う

り

σq
宣
。
且
o
。
牛

乳

五
〇
〇
ωす
○
九
州

の宣
臥
z
主
人

三
且
〇
二

十

。さ
o
ヨ
o
z
注
文

の
よ
う
で
あ

る
。
」
と
あ
る
。

(注

9
)
馬
瀬
良
雄
氏

「北
信
濃
小
川
村
桐
山

の
方
言
」

(『北
信
濃
小
川
村
桐
山

の
民
俗
』

一
九
七

三
年

四
月
。
引
用

は

『
日
本
列
島
方
言
叢
書
第

8
巻

中
部
方
言
考
1

中

部

一
般

・
長
野
県
』

ゆ
ま
に
書
房
、

一
九
九
六
年

一
月
)

50
頁

「共
通
語

の
＼
甘
＼

軸

共

通
語

の
＼
廿
＼
軸

に
は
こ
の
方
言

の
＼
す
＼
軸

の
対
応
し

て
い
る
語
が
多

い
。

た
と
え
ば
、

ヨ
＼
す
＼

(湯
)

フ
ヨ
ジ

ョ
ー
＼
7
9
0
N一〇
罰
＼

(冬
中
)

ヨ

ロ

＼
さ
3
＼

(
ユ
リ
=
植
物
名
1

)

ヨ
ー
ダ
チ
＼
Uo
巴

p
9
＼

(
夕
立

)

キ

ョ
ー

ヨ
ー
ヤ

マ
＼
五
〇
包
○
且
9
ヨ
9
＼

(共
有
山
)

キ

ョ
ー
＼
五
〇
カ
＼

(灸
)

ジ

ョ
ン

ジ

ョ
ン
＼
且
O
N
Nす
N
＼

(順
順
)

ジ

ョ
ー
ノ
＼
恩
O
鴻
b
。
＼

(十
能
)

ア
ン
ジ

ョ

サ

マ
＼
p
N
Nす
ωp
ヨ
p
＼

(
尼
僧

ー

庵

主

様

よ

り

ー

)

ビ

ッ
チ

ョ
ー

グ

ワ
＼

げ
ぢ
a
o
謬

⊆
≦
p
＼

(備
中
鍬
)

シ

ョ
ー
＼
。。』o
カ
＼

(衆
)

シ

ョ
ン
＼

。。一○
N
＼

(し

ゅ
ん
ー
食

べ
物
な
ど
の
食

べ
ご
ろ
=
)

ゴ

テ
ー

シ

ョ
＼
σq
O
8
勾
ωす
＼

(
御
亭

主
)」。
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